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この度,二 瓶先生の御退職に当たって,先 生の学問的足跡を紹介する一文を

書 くよう編集委員か ら依頼があった時,私 の如 き若輩では荷が重す ぎると思 っ

たが,経 歴や学問の関心の持ち方な ど何か と相通 じる点があ り,言 語学講義の

授業 も先生から担当を引 き継いだ ことで もあ り,む し ろ 喜んでお引き受けし

た。以下,先 生の略歴に沿 って,先 生の学問的発展をかいつまんで紹介 さぜで

戴 き,以 て先生の本学,並 びに学界への御貢献に対す る,さ さやかなが ら私達

本学英文学会 の捧げる感謝のしるしの._.__.端としたい。

二瓶先生は昭和4年,東 京帝国大学英文学科に入学 し,同7年 に言語学科に

転入 して,10年 に卒業なさっている(一 年上に 日本を代表す る言語学者,服 部四

郎氏がお り,氏 も英文か ら言語へ移 っている)。 卒論はOldEnglishか らMid・

dleEnglishへ の音韻史 的考察で,ゲ ルマン的基層(Substratum)にNor卑a且

Frenchが 上層(Superstratum)と して重なった と の 言 語 層 論 と,Henry

SweetのOrganicBasis(調 音基底)の 考y方 が方法論的土台であった。そ し

てこの2つ は,前 者についてはもっぱら征服 ・非征服の時間的に縦 の関係に意

を注 ぐ限界を乗 り超 える為 イタ リア新言語学のAdstratum(傍 層)の 考}方 を

導入 しで通時 ・共時を止揚する汎時論的方向で,後 者についてはフランスの音

韻史家P.Foucheの 考}方 に接近するような方向で幅 と洗練の度を増すが,

先生のその後の学問の基本的骨子を作 った ことは間違いない。卒論の対象が英

語の音韻史 とい うのも言語学を志す者であれぽ当然の母国語史への関心を更に

かきたてた要因の1つ であろ う。意外な ことと思われる向 きもあろ うが,英 語

史 の複雑 さを理解する先生が後に謎に満ちた 日本語形成史に挑戦 し,そ れを解

5



く鍵をある程度手に入れた とは両言語,両 歴史文化に関心のある者なら納得い

くはずである。

先生は昭和14年 には台北帝国大学文政学部言語学教室の助手にな り,終 戦後

までそ こで南方諸語並びに文化,中 国南部呉越系 の言語 ・文化の研究を集中的

に行 って後の遠大な る日本語形成の仮説の輪郭を得た ようだ。それが昭和28年

の 『民族研究』第17巻3～4号 に載 った 「国語基層論一 一調音基尾について」

で実を結ぶ。そ こにおいて,互 いに遠 く隔たった東北方言 と出雲方言が共通に

メラネシア的性格を持つ こと,こ れに対 し高知方言 はイソ ドネシア的であ り,

前者が縄文文化に後者が弥生文化に連なることを指摘 し,学 会に反 響 を 呼 ん

だ。尚,こ の年には成瞑大学政治経済学部専任講師(英 語)に 就任なさってい

る。昭和40年 には伺大の論叢第16巻3号 に 「言語史推考」を発表 して,橋 本進

吉博士の 《上代特殊假名遣い》の甲乙2種 の音価推定について先生の仮説に内

包 されていた推定 との関連づけを行 っている。同44年 には同大法学部・教授 とな

られた。

その後昭和46年,創 価大学開学 と同時に文学部英文科教授 として移 って来 ら

れ,英 語学 ・言語学 ・音声学更に英語表現演習などを担当されてきた訳だが,

46年 の本学開学記念論文集では 「言語系統論」を寄稿 している。そ こにおいて

伝統的な系統樹説 の限界を指摘 し,R.Jakobson等 のSprachbundeの 考え方

を紹介 して尚一層の方法論的洗練 を追及 していることが窺われ る。同52年 には

本創価英文学会のr英 語 ・英文学研究』第2巻1号 の 「言語学 における調音基

底 と基層論」で独仏語か らフ ィソラソ ド・ハ ソガ リー語更に ウラル=ア ルタイ

諸語,朝 鮮語を経て日本語に至 る口蓋化の共通の傾向を探 るとい う雄大 な仮説

を提示 して,し か も日本語 の会 口性の退化を推古期であるとの推察 と結 びつけ

ている。先生の気宇壮大なる理論 は最終的には 『私の言語学一 調音基底的基

層論』(昭 和62年 刊,増 補改訂版 同63年,尚 この 御著作は61年 創価大学創立15

周 年記念論文集で 「言語史 の諸問題一 序説」 のタイ トルのもと既 に発表 され

ていた ものを序論にして本論 と余論,詳 細なる註を付 した ものである)に まと

め上げられたが,こ こに 卒論以来の考}方 が 総て 有機的に 統合されて流れ込
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み,し か も卓越 した理論のみに見 られる予言力 も備えた射程 の広い説明力を獲

得してい る感を与 えるのは先生の学問的発展が深い洞察に発 し,実 証的検討 と

も う一方の方法論的洗練による不断の自説への批判 と鍛練 を通 してであった こ

とが分か る真に立派 な御業績の頂点を成 している。 内容の詳細 はr学 光』(平成

元年2月 号)に 筆者による書評が あるので参照 されたい。ただ1つ だけ,最 初

の西か ら東への大民族移動であったか もしれない ウィーン文化史家 のHeine-

Geldernの 提示 したPontischeWanderung(あ のモーツァル トのオペラ 『ポ

ン トの王 ミトリダ.__.テ』 の舞i台小アジアのポン トゥス付近 にBC.3000年 頃に

始まる民族移動)の 説が先生の理論の構想力の1つ の源泉 になった ことは,こ

の説が専門家の間でもあま り知 られていないだけに,こ こに特記し て お き た

い。 ここまで先生の関心があ り,し か も一方で藤 ノ木古墳等の最近の考古学的

知見にまで関連を見つけよ うとい う大 きさには感動を禁 じ得ない。(先 生 に は

他に英語語法に関す る論考がい くつかあるが,こ こでは紹介を割愛 した。)

御自身の健康への配慮か らだ と察するが,先 生がr私 の言語学』で自分の学

問の総括を自ら宣言してしまったのは残念な気 もす る。 もっともっと先に進め

ていける理論なのだか ら。 しか し,こ のような区切 りの付け方は,テ ニスと散

歩を愛 し,背 筋 もピンとした長身の先生のお姿 に似つかわ しいスマー トな爽快

さも感 じる。 この間,私 はキ ャソパス付近で先生に偶然お会い したが(入 院療

養 で本年度は大学はお休みにな られていた),病 後にも 拘 らず 驚 く程元気なお

姿を拝見 したのは嬉 しい限 りであった。御退職後 も若 さをいつ までも保持 され

て悠 々自適の生活を送 られることをお祈 り申し上げると共 に,本 英文学会を暖

か く見守 り,宜 しく御指導下さることをお願いする次第である。
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